









































れが『天台四教儀』であった。その来由を籠めて文中に「同除四住」 言葉が書き どめ れているとする。　
























































































40） 、 『般若心經略疏』 （続蔵
26） 、 『金
剛錍論私記』 （続蔵


































































寶積経』は唐の菩提流支訳であるが、 「九會」 『國清百録』に「普禮十方三世諸佛七處九會圓滿頓教盧舍那佛」（ 『國清百録』大正蔵






















また、 『八教大意』の書名について調べてみると、『佛祖統紀』章安の項では、 「所著八教大意。智者別傳。各一卷。 」 （大正蔵
49,187a ）とあり、明曠の項では、 「章
安撰八教大意」 （大正蔵
49,202a ） 、章安の項では、 「八教大意（一卷） 」 （大正蔵













智旭『閲蔵知津』では、 『天台八教大意』 （潅頂撰） （嘉興蔵
31,793c, 嘉興蔵
32,168b ）





















































類似した説明をしている で って、諦観が を参照した 認められても、そのま 引用したものとは言えない。　
つぎに第八の指摘は「通教」の説明の相似である。この箇所は他の論書に似た説明が見られないから、諦観は『八





















門。般若最上之乘。涅槃一心 行等。並圓妙法也。此等圓妙一理無他兼帶半滿。權覆於實旨趣猶隱。今從佛意卷權歸實。開顯之圓粗騰綱要 即以法華分別功德品末。 本迹流通如來滅後。五品聞經轉說起觀行成。以為凡地措心之首。 」とあり、 『諦観録』には「次
明圓教者。圓名圓妙
圓滿圓足圓頓。故名圓教也。所謂圓伏圓信圓斷圓行圓位圓自在莊嚴圓

































































































































































































































































































達此具心無非煩惱。煩惱即般若即集道諦不可思議。惑智相即因果寧殊 一一無非空假中 境即空故方便淨 即假故圓淨。即事故性淨。三淨一心中得 大涅槃。故淨名云 一切眾生即大涅槃名不思議境。境法非一名廣。 非實相名高。故法華云。其車高廣 （ 『八教 意』大正蔵
46,772c ）
（不思議境即是一實四諦。謂生死苦諦不可思議。即空即假即中 即空故方便淨。即假故圓淨 即中故性淨 三淨一心中得名大涅槃。
淨名曰。一切眾生即大涅槃。故名不可思議四諦也。不可復滅。此即生死之苦諦。是無作之滅。
亦是集道也。煩惱集諦不可思議 即空即假即中。即空故名一切智 假故名道種智 中故一切種智 三智一心
『天台四教儀』と『天台八教大意』 （三友）
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二明發心 。此妙有起四弘誓。故華嚴云 菩薩不為一人一國一界微塵人。乃為法界眾生發菩提心也。 （ 『八
教大意』大正
46,771c ）









故法華云。未解者令解。達惑即智則法門無盡誓願知。故法華云。未安者令安。生死即涅槃則佛道無上誓願成。故法華云。未得涅槃者令得涅槃。四諦是所緣之境。四弘是能發之誓。誓若無境名為狂願。境不發誓名為頑諦。依諦發心離於邪小偏偽之過。故名真正 故法華云。又於其上張設幰蓋等。 （ 『八教大意』大正蔵
46,773a ）








（三遵修定慧者 行人既誓求出有依波羅提木叉住修 但罪障紛馳心不得安。道何由剋 為修四念處。學五停心破五種障。五停事觀即是 。定生念處即慧 慧定均停故名安心 又定慧調適 名停心 若 定慧若單定慧 若不均調定慧。皆不名賢人。如世間賢人智德具足 智則靡所不閑。德則美行無缺 許由巢父乃可稱賢 若多智寡德名狂人。多德寡智名癡人。狂癡皆非賢也。賢 賢能亦名賢善。善 有 能故有智。智德具足故稱賢人。行 亦爾修四念處慧學五停心定 定慧具足 云何數息具足定慧制諸覺散 從 至十知息及數 無常生滅念念不停 又 觀不淨。當深厭穢惡。能觀所觀無常生滅 速朽虛誑誑諸眾生 厭觀起恚須慈定相應 見他得樂 亦知此定及彼樂相無常生滅因緣。觀時橫觀四生。悉是因緣生法。竪觀三界亦 因緣生 。從緣生者悉是無常 我 諸障起者應須念
『天台四教儀』と『天台八教大意』 （三友）
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三巧安止觀者。體境法界法界寂然名 。止即定也 寂然常照名觀 觀即慧也。此即總安。若分止觀逗四悉
機名為別安。若總若別無非圓觀故名善巧 故法華云。安置丹枕即車內枕也 （ 『八教大意』大正蔵
46,773a ）







（四破法遍成見有得道。其安心定慧 若五停心後。修共念處時 帶不淨等遍破諸法 事理悉成。若五停心後 單修性念處時。一向理觀以無常之慧。遍破諸見。破見之觀。如中論下兩品所明也。佛初轉法輪不說餘法 但明無常。遍破一切外道。若有若無。乃至非有非無。神及世間常無常等。六十二見 使得清淨。今阿毘曇師受他破云 無常
『天台四教儀』と『天台八教大意』 （三友）
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復如是。節節檢校名識通塞。即車外枕也。 （ 『八教 意』大正蔵
46,773a ）








修名四如意。五善根生名五根。根增長名五力。定慧調停名七覺。安隱道中行名八正。若一停作三十七品。餘停心亦如是。此三十七是行道法。將入無漏城有三門。謂空無相無作。苦下空無我二 為空門 集道各四及苦下苦無常十行為無作門。滅下有四為無相門。故知三乘莫不依諦 （ 『八教大意』大正蔵
46,770b ）










（善修道品者。夫三十七品 是菩薩寶炬陀羅尼 破倒念處勤行定心 善根生能排五惡 定慧調適安隱道中行。
『天台四教儀』と『天台八教大意』 （三友）
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體境含諸。或一 不定。內外作受無 咸然。大車無量言豈徒設 以法對譬出自一家 本迹所歸圓理無二。不別而別。位位增明廣如餘文 非此可具依文判義 若四若八目擊道存。更引涅槃證成其理（十無法愛者。既過障難道根成立諸功德生。觀生死即涅槃。故諸禪三昧功德生。觀煩惱即 提故 諸陀羅尼無畏不共諸般若生 觀生死涅槃不 。故法身實相生。相似功德順理而生。喜起順道法愛生名愛法 不上不退名為頂墮此愛若起即當疾滅 愛若滅已破無明 開佛知見證實相體。觀生死即涅槃。故證得解脫 煩惱即菩提故證 般若。此二不二證得法身。一身無量身 上寶聚如意圓珠。眾 具足 是名有 入實證得經體 餘三 亦如是 十種
『天台四教儀』と『天台八教大意』 （三友）
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觀經文具足。是法不可示言辭相寂滅。諸餘眾生類無有能得解。又我法妙難思。即不思議境。於一切眾生中起大慈心。於非菩薩中起大悲心。我得三菩提時 以神通力智慧力引之。令得住是法中。即正發心也。佛自住大乘。如其所得法定慧力莊嚴。即 安於二法。自成成他也。破有法王即是破法遍也。又如日月光明能除諸幽瞑。斯人行世間。能破眾生闇 即破法遍也 有一導師將導眾人明了心決定在嶮濟眾難善知通塞也。淨藏淨眼 善修三十七品諸波羅蜜。即是兩意也 增道損生遊於四方。即是識次位也。安住不動如須彌頂。著如來衣 即安忍也 雖聞是 聲聽之而不著 其意等六根 皆言清淨若此。又云 真淨大法即無法愛也。是十種觀散在經文。而人不知 今撮聚十數入有門為觀。乃至三門小異大同。十觀入實亦復如是。復 此十觀意非但獨出今經。大小乘經論備有其意 如摩黎山純出栴檀。固非外道四韋陀典 及此間莊老之所載也 世人咸共講讀 而對文不知。若欲學道全無方便悲夫 徒知［穀
―
禾＋牛］捋不解鑽搖。若識十意。於小乘四門俱用入真。於大乘四門俱用入實。既入實已如食乳糜。更無所































特殊な用例をみ こと できるから、 『八教大意』と『金剛錍論私記』との両書に明曠が関与していることは間違いないであろう。ところで『諦観録』を詳細に検討 てみると、諦観は『四教儀 の文中で、 「 『涅槃経』では一心五行を明かす」としているが、 『涅槃経』には五行はあっても「一心五行」はないし、 『法華玄義』や 法華文句』などにあっても、この典拠を『涅槃経』とする記述はない。諦観の言う「 涅槃経』では一心五行を明かす」は、 『八教大意』（大正蔵
46,772a ）だけにみられるから、諦観は、 『八教大意』によって述べていることがわかる。しかしながら、諦観





なところを取り上げて天台教学の基礎となしており、多くのひとびとに学ばれ、天台学の入門書として、これにまさる書はない。しかしながら、関口真大氏によって「五時八教判は天台教学 非ず」という発表があり、天台の五時八教判をもって教学 樹立している日蓮宗系におおきな衝撃を与えた みならず、 界も大きく動揺した。　
関口氏は、天台三大部には「五時八教」ということばがなかったというところから、天台学研究が天台三大部を読














ものではない。諸種の弊害を悪とし、それを克服することを善 認めるのであるが、人天もそ 報いが尽きれ 三途に堕ち、その善も悪に変わってしまう。 ぜならば弊害と克服とは もに動出するものではなく、その本体はみな悪である。たとえば二乗は苦から出ること 善とするが、二乗にとって 善であっても自分 だけであるか 、善人のすがたとはい ない。 『大智度論』には質の悪 病気や狐の ころを起こしても二乗のこ ろを生ずるな 説かれている。それゆえ、二乗 生死も涅槃もともに だという になる。六波羅蜜を行ず 菩薩が慈悲のこころ 自他ともに救うことは勿論善である。しかしながら毒の器に食事を盛れ ひとを殺
や
めるように悪となることもある。なぜ
ならば三乗がおなじく煩悩を断ず こと 良いこ ではあ けれども、それを越えた別教の 理が見られ ければ三界内の蔵教
・通教のように事と理に偏った見解に陥ることになる。またこの別教の理を見ることが善であるとはいっ
ても、別教 理はなお方便を帯しており、無明の惑と う毒をすべて吐き出してい いから悪である。円教は実相を
『天台四教儀』と『天台八教大意』 （三友）
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ついては、すでに池田魯参氏が詳細な検討をしている（池田魯参「諦観録『四教儀』序説」 『駒澤大學佛教學部研究紀要』第三四号） ） 。また『八教大意』について日本の継天の『天台八教大意便蒙』 （
1760 刊行）は多くの根拠をあげて明曠の作とし、近年、 『八
教大意』湛然著作説に疑義を唱え、明曠の作としている（上杉文秀『日本天台史』 （続）七六八頁、中里貞隆論文「荊溪湛然門下と其の著書」 『山家学報』第９号
19頁以降、池田魯参前掲論文） 。たしかに「一炷之燈」 、 「理即佛性」などに明曠独自の特殊な用例を
みることができるから、明曠が関与していることは間違いないであろう。また、 は の文中で 「 『涅槃経』では一心五行を明かす」としているが、 『涅槃経 は五行 あっても「一心五行」はないし、 、 『法華玄義』や『法華文句』などにはあっても、この典拠を『涅槃経』とする記述はない。これは、 『天台八教大意』 大正蔵
46,772a ）だけにみられるから、諦観は、これに




































55,1055bc ） 。 『天台宗章疏』 （大正蔵
55,1136b ）でも、 『摩訶止観八教大意』とし、 『菩薩戒疏』の代わ








































18） 究竟佛性理同故即。事異故六。故名六即。 （ 『八教大意』大正蔵

















































































38） 問華嚴經云。初發心住便成正覺。何須更因餘之位耶。答正覺分成名成正覺。非即發心成究竟正覺。譬如闇室分四十二分 一炷之燈即名室明可同於二三乃至四十二炷。若了此喻一成一切成不失。 （ 『八教大意』大正蔵
46,772c ）
 














53年） 。日蓮の『観心本尊抄』にも「それ天台智顗の弘法は三十年で、二十九年間は『玄義』 、 『文句』等のもろもろの意味を説いて
五時八教百界千如を明かした。 （夫智者弘法三十年。二十九年之間説玄文等諸義明
　
五時八教百界千如） 」とあって、日蓮教学にとっ
て五時八教判は智顗の直説であるという認識がある。
（本稿は、身延山大学教授福士慈稔博士から、たっての要望ということで、天台に関する論文を寄稿することになったものであり、福士
先生の一日もはやい病気の回復を祈念するものである。 ）
〈追記〉
 脱稿したのち、 『叡山学院研究紀要』第三十六号に金剛大学（韓国）朴昭映「韓
・中
・日の東アジア三国における『天台八教大
意』 」のあることを窪田哲正博士より御教示いただいた。
